
米
原
市
防
災
危
機
管
理
課
よ

り
米
原
市
消
防
団
組
織
再
編
計

画
案
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
自
治
会
等
に
は
す
で

に
説
明
済
み
と
の
こ
と
で
す
。

将
来
の
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
を
見
据
え
て
、
団
員
確
保
が

可
能
な
人
数
ま
で
定
数
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
現
状

の
実
団
員
数
748
人
（
定
数
862
人
）

か
ら
566
人
に
約
24
・
3
％
減
員

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
技
術
の

継
承
が
で
き
る
よ
う
に
、
減
員

期
間
は
令
和
6
年
度
か
ら
令
和

8
年
度
ま
で
と
し
ま
す
。

団
員
の
減
少
に
よ
る
消
防
力

の
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
複
数
の

班
を
合
併
す
る
こ
と
と
し
現
状

の
94
班
か
ら
35
班
に
統
合
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
班
の
人

員
を
増
加
さ
せ
、
火
災
時
な
ど

の
人
員
体
制
を
確
実
な
も
の
と

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
班
の
合
併
に
伴
い

分
団
の
見
直
し
を
行
い
活
動
範

囲
の
広
域
化
に
よ
る
体
制
強
化

を
行
い
ま
す
。
班
や
分
団
の
合

併
に
よ
る
新
体
制
へ
の
移
行
は

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
と
し

ま
す
。

単
純
明
快
か
つ
規
則
的
な
名

称
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織

的
な
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

・
山
東
方
面
隊
第
１
～
３
分
団

第
１
～
９
班

・
伊
吹
方
面
隊
第
１
・
２
分
団

第
10
～
16
班

・
米
原
方
面
隊
第
１
・
２
分
団

第
17
～
26
班

・
近
江
方
面
隊
第
１
・
２
分
団

第
27
～
32
班

・
女
性
消
防
班

今
回
の
再
編
方
針
に
つ
い
て

い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
問
題

を
考
え
て
み
ま
し
た
。

第
1
に
は
、
今
回
の
組
織
再

編
が
消
防
団
強
化
に
つ
な
が
る

の
か
と
い
う
問
題
で
す
。
全
体

と
し
て
実
人
数
が
減
り
、
今
ま

で
消
防
団
が
な
か
っ
た
新
興
自

治
会
に
も
定
数
が
割
り
当
て
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
自
治
会
の
協

力
が
得
ら
れ
る
か
未
定
で
す
。

第
2
に
は
、
今
ま
で
自
治
会

単
位
で
あ
っ
た
班
が
、
広
域
化

す
る
た
め
、
実
情
の
異
な
る
地

域
の
中
で
活
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
新
興
住
宅
地
と
旧
来

の
自
治
会
と
の
関
係
な
ど
う
ま

く
交
流
が
図
れ
る
の
か
不
安
を

訴
え
ら
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

第
2
に
は
可
搬
式
小
型
ポ
ン
プ

や
積
載
車
の
多
く
が
消
防
団
管

理
で
な
く
な
る
こ
と
か
ら
緊
急

車
両
の
登
録
も
な
く
な
り
ま
す
。

自
治
会
管
理
が
可
能
と
し
て
い

ま
す
が
、
い
つ
ま
で
維
持
で
き

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
能
登
半

島
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
災
害

に
対
応
す
る
た
め
に
は
自
治
会

ぐ
る
み
の
防
災
力
強
化
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
治

会
と
消
防
団
と
の
連
携
が
弱
く

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
点
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
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2
月
7
日
に
開
催
さ
れ
議
会
の
委
員
会
協
議
会
で
令
和
7
年
度
か
ら
の
消
防
団
再
編
計
画
（
案
）

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
米
原
市
の
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
消
防
団
の
担
い
手
不

足
に
対
応
す
る
た
め
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
本
年
1
月
1
日
起
っ
た
能
登
半
島
地
震
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
過
疎
地
域
の
消
防
力
・
防
災
力
の
不
足
は
明
ら
か
で
す
。
大
き
な
災
害
で
は
地
域
の
総
合
的

な
防
災
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

説
明
さ
れ
た
組
織
再
編
計
画
案

再
編
方
針
の
概
要
は

分
団
・
班
の
名
称
は

地
域
防
災
力
強
化
に
つ
な
が
る
の
か

雑
感
能
登
半
島
地
震
で
は
昨
日
現
在
241
人
が
な
く
な
り
、
避
難
者
は
1
万
4
千
人
、
被
災
家
屋
が
5
万
7
千

戸
い
う
苦
難
に
あ
え
い
で
い
る
現
状
で
、
国
会
で
の
自
民
党
裏
金
問
題
の
議
論
を
聞
い
て
い
る
と
、
今
の
政
治
の

異
常
さ
が
明
ら
か
で
怒
り
が
わ
い
て
き
ま
す
。
何
よ
り
も
国
会
は
法
律
を
作
る
所
で
す
。
し
か
し
自
民
党
の
多
く

の
議
員
は
自
分
た
ち
が
作
っ
た
法
律
を
守
ら
な
い
、
守
る
気
が
な
い
。
ま
た
そ
の
議
員
は
、
そ
の
責
任
を
事
務
担

当
者
に
押
し
付
け
自
分
は
の
う
の
う
と
議
員
を
続
け
て
い
る
。
そ
ん
な
無
責
任
極
ま
り
な
い
議
員
に
支
配
さ
れ
て

い
る
の
が
、
日
本
の
政
治
で
す
。
そ
の
よ
う
な
政
権
は
「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
」
「
財
界
中
心
」
の
政
治
が
行
わ

れ
て
お
り
、
国
民
の
苦
悩
に
つ
い
て
無
関
心
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
ま
た
選
挙
に
勝
て
ば
何
事
も
許
さ
れ

る
と
た
か
を
く
く
っ
て
い
る
。
安
倍
政
権
の
時
代
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。
そ
の
悪
事
を
国
民
の
前
で
明
ら
か

に
し
て
き
た
の
が
日
本
共
産
党
で
す
。
「
桜
を
見
る
会
」
し
か
り
、
今
回
の
「
裏
金
問
題
」
し
か
り
で
す
。
わ
れ

わ
れ
に
出
来
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
現
在
の
政
権
の
悪
事
を
忘
れ
ず
に
、
選
挙
に
行
き
、
こ
の
よ
う
な
自
公
政

権
を
打
ち
倒
す
為
の
一
票
を
行
使
す
る
こ
と
で
す
。
次
の
選
挙
で
は
、
野
党
の
統
一
で
政
権
交
代
実
現
。
そ
の
為

に
は
日
本
共
産
党
の
躍
進
が
必
要
で
す
。 【

再
編
後
】

米
原
市
消
防
団

４
方
面
隊

9
分
団

・
33
班

566
人
（
定
数
）

・
ポ
ン
プ
車
12
台

・
積
載
車
21
台

・
小
型
ポ
ン
プ
21
台

【
現
状
】

米
原
市
消
防
団

４
方
面
隊
13
分
団

・
94
班

862
人
（
定
数
）

748
人
（
実
数
）

・
ポ
ン
プ
車
12
台

・
積
載
車
72
台

・
小
型
ポ
ン
プ
85
台

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
再
編

案
と
し
て
配
布
さ
れ
た
班
編

成
の
資
料
で
す
。


